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CIMの実現を支援する三つのインフラストラクチャ 個々の企業にマッチするC【M(Computerlntegrat-

edManufacturing)の実現を知的インフラストラクチャ,生産システムインフラストラクチャおよび情報システ
ムインフラストラクチャによって支援する｡

CIM(ComputerIntegrated Manufacturi11g)の

構築をより効率よく行うために,CIMシステムの計

画段階で,計内支援技術を利用することが市要にな

ってくる｡

口立製作所は,顧客のCIM構築を支援してきた経

験と,日立社内での実務ノウハウを基に,CIMシス

テム構築のための支援技術を開発した｡そのl--Ilの情

報システム統合計画技法は,一連の手順によって

CIMビジョンの策定から基本計由の立案までをシ

ステマテイツクに実施できる｡また,_丁場診断法は

加_t組立職場を対象に現状分析,改善案の評佃に利

HJできる｡生産性設計評価法も加+二性や組.‾鞍ノ附こ関

する｢作りやすさ+を考慮した設計･改良を‾叶能と

し,三L産システム計両の検討･評佃に有用である｡

こゴlらの支援技術に加えて経常トップみずからが

リーダシップをヲ芭拝し,CIMの将来ビジョンの策定

と基本計画の立案を行うことが大切である｡CIM構

築に際しては,長期構想のもと段階的に推進してい

くことがCIM実現のポイントである｡

*H立製作所情報システム事業部 **【_Ⅰ上製作所ビジネスシステム開発センタ ***H立製作所システム事業部
****
R立製作所チト産技術研究所

11



636 日立評論 VOL.75 No.川(1993-10)

n はじめに

製造業を取り巻く環境は,国内外を含めた競争のi散化

によってますます厳しくなっており,生産性の向上,フ

レキシブルな年産,納期の短縮,在庫の削減,間接部門

の合理化など企業としての競争力の強化をH的とした

CIM(ComputerIntegratedManufacturing)の構築が急

務となっている｡しかし,製造業各社のCIM構築に際し

ては,次のような問題一缶が上げられる｡

(1)CIM構築に必要な人材(_企画束案担当者,システム

エンジニア)がいない｡

(2)CIM実現のターゲットが明確になっていない｡

(3)CIM構築に関連する情報(手順,支援技術,事例な

ど)が不足している｡

CIMの実現には知的インフラストラクチャ,′ヒ産シス

テムインフラストラクチャ,情報システムインフラスト

ラクチャが必要であるが,製造業各社がCIM化を成功さ

せるためには知的インフラストラクチャが特に重要であ

る｡ここでは,知的インフラストラクチャの一つである

CIMの構築手順および日立製作仰が開発したCIMシス

テム計痢支援技術の一部について述べる｡

8 CIM構築手順と推進体制

2.1CIM構築手順

CIMが各社各様であるように,CIM構築手順も各社な

りの手順があってよいと考える｡しかし,CIMを単なる

/卜産管稚のシステム化やFA化でなく,乍社的な業務改革

ととらえ推進するためには図1にホす手順で構築してい

くことが望ましい｡

2.l.】CIMシステム計画

CIM構築で人切なことは,CIMの将来ビジョンを描

き,それを周知徹底させることである｡

企業の経常戦略や企業方針をもとに,CIMの目的,範

囲,達成日標を決め,企業活動でのCIMの最終的な姿,

進むべき方向を明らかにする｡

CIMビジョン策立とともに現状分析を行い,それらを

′受けて,CIM構築の基本計両をまとめる｡其本計何には

全体計画と個別テーマの実現計画がある｡

CIMは企業の経営戦略に基づき,かつ広範岡な領域を

対象とするため,令体計両は5年から10年という長期的

視野のもとに計画カニ案される｡しかし,これを-一時にす

べてを実現するのは投資面(資金,要員,設備),リスク

向からみて困難であり,段階的に構築していくことが望
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CIMシステム計画

ビジョン策定 現状分析

基本計画立案

検 討･評 価

C】Mシステム構築

0

CIMシステム移行

CIMシステム運営

計画支援技術

情報システム統合計画技法

ビジョン策定,計画案の作成

および検討･評価

工場診断法

現状分析,改善案の評価

生産性設計評価法

生産システム計画の検討

評価

図I CIM構築手順とCIMシステム計画における支援技術

CIMシステム計画段階での支援技術の活用が,CIM実現の有効な

手段である｡

ましい｡段階的といっても従来とってきたアプローチと

違い,全体計何の[I‾1での位置づけと優先順位に従い,目

標に到達するように構築していく｡

CIM全体計痢は以下の内容を含む｡

(1)現状と構想の差異抽出

(2)実行課題のまとめ

(3)前提条件のまとめ

(4)構築フェーズ区分(優先順位)の検討

(5)構築スケジュール･構築プロジェクト体制作り

(6)概略予算･期待効果算定

2.l.2 CIMシステム構築

CIMビジョン,CIM基本計痢を具現化するのがCIMシ

ステム構築段階である｡

CIMの基本は,仕事の仕組みの改革であり,従来の枠

にとらわれず,其の仕事の仕組みを作り上げることにあ

る｡CIMシステムの構築は,人間の仕事と機械の仕事に

分けて考えるが,それぞれが互いに関連を持っており,

検証しながら進めていくことが必要である｡

したがって,業務設計の結果をもとに生産システム,

情報システムの開発だけを行うのではなく,同時に業務

改革の推進が必要不可欠となる｡

また,CIMシステム構築は長期間にわたるために,経

常環境の変動に対応して再評価,修正を行うことを当初

から考慮しておく必要がある｡

2.1.3 CIMシステム移行

CIMシステム構築段階が終†したならば,以下のシス

テム切り替え準備を行う｡この作業はCIMシステム構築
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段階と一部ラップして実施するところもある｡

(1)操作マニュアル作成

(2)現場教育

(3)運尉テスト

(4)移行計画書作成

特に運川テストは十分に行うことが必要で,新しい仕

事の仕組みに不具fナ点がないかを何度でも繰り返して締

認するべきである｡

周到な準備が繁ったら切り替え作業を行う｡

CIM切り替え後,運営が軌道に乗ったらCIM評価を行

い,さらに充実したCIMとするために改善していくのは

もちろんのことである｡

2.2 推進体制

CIM構築に欠かせないものが,経営トップの明確な方

針未明と参由である｡これにより,資金,要員などのCIM

構築に必要な資源も供給される環境ができる｡

推進体制としては,企業全体の｢人+や｢組織+を軌

かす必要があり,経常トップ主導の全社プロジェクトで

なければならない｡関連するすべての部署から参画させ

るとともに,できる限リタスクフォース組織として専任

者で構成するのが望ましい｡また,各段階で臼的に介わ

せて流重力的に変えていく｡

8 CIMシステム計画支援技術

CIM構築を最適かつ効率よく行うためには,構築支援

技術を有効に活用することも欠かせない｡以FにH立製

作所が開発したCIMシステム計画‾支援技術について述

べる｡

(1)情報システム統合計内技法

CIMのピジョン策定および基本計由の立案に利川

(2)_†二場診断は

‾仁に生産システムに関する基本計画の検言ナの[トで,課

題の柵H+.,改善案の評価および臼標レベルの設立に利鞘

(3)生産性設計評価法

特産システム計画の検言す,評価に利用

3.1情報システム統合計画技法

CIMは,経常戦略を担う基盤となるものでなければな

らない｡

このような仕組みづくりのための計画立案を効率的,

かつ高品質に行うためには,以‾Fに示す方法を持つ技法

が有用である｡

(1)経営戦略を組織内に｢｢J滑に展開するためのコンセン

サス確寸二の方法

(2)経営戦略を担う業務と情報システムの基盤を設計す

るカブよ

(3)現行システムのリストラクチャリングの仕方を設計

する方法

以上のような考えノJに基づいて開発したのが,情報シ

ステム統合計画技法HIPLAN(HitachiIntegrated

I)1allningI)r()CedureforInformati()nSysteIⅥS)である｡

HIPLANは,業務改革に結びつくビジネスデザインとシ

ステム改革に結びつくシステムデザインの融合をその基

本コンセプトとしておl),新しい業務の什組みづくi)に

貢献するものである｡

HIPLANを杭州したCIM計由イJ二案の手順を図2に

示す｡

3.1.1CIMビジョンの策定

このステージは経常戦略を明確化し,その達成を‾支援

ステージ別

アプローチ

CIMビジョン

CIM全体計画

C】M個別テーマ

の実現計画

CIM 計 画 の 立 案

経営戟略の明確化

●目標プロファイルの策定

●戦略7㌧ロファイルの策定

●重点経営目標の策定

●重点戦略課題の抽出

戦略課題

組織目標への展開

●業務棟範と構造の策定

●業務テ=マの抽出

業務テーマ

現場実務の改革

●生産現場の改革

●管理方式の改革

●生産技術コンポーネント

の決定

C】M戦略の企画

●自社のCIM定義

●CIM化の範囲

●C】M化の目標

●CIM戦略実現イメージ

システム化課題

全体計画への展開

●CIM構成機能と構造

の策定

●CIM化展開テーマの

抽出

システム開発テーマ

基本仕様の策定

●利用情報技術の決定

●実現コンポーネントの

決定

●運用方式の決定

く} く>

業 務 改 革 システム改革

図2 CIMの計画立案プロセス CIMの構築にあたっては,業

務改革とシステム改革の融合が必要である｡

13
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するCIM戦略を企画するプロセスである｡ここでは,さ

まざまなトレンド干測と企業の現在の能力評価ととも

に,戦略的発想を車祝してビジョンを描いていく｡この

結果,組織全体がU的意識を共有化できるようなCIMの

ビジョンが創出できる｡

3.1.2 CIM全体計画の立案

このステージほ,戦略を全体組織に矧詞し,CIM構築

の全体計画を_)1二葉するプロセスである｡ここでは,業務

全体のフレームワークと情報システム全体のフレームワ

ークをモデル化するための方法論が剥lみ込まれている｡

このフレームワークに基づき,戦略を適切に分割し,そ

こからおのおのの実行課題を導きHlすことにより,全体

最適化を指IhJした令体計痢をl■/二葉できる｡

3.1.3 CIM構築実現計画の立案

このステージはH標達成のための実務のあり方を求

セッションによる共通認識

囲
β

■
二
ニ
ー

ロロ

●情報の整理

●課題の分析･対応手段の設定

｢圃

結果 一-

過剰在庫か

つかめなし､

在庫情報か
現品と合って

いない

------I 原困

｢‾自画

目的

†

1鞘

在庫異常を

早期に発見

する

過剰在庫を

早期に発見

する

異常をタイム

リーに把握

する

図3 セッションによる共通認識のイメージ 問題関連図

や目的樹木図などを用いて,メンバーの共通認識を図る｡

14

め,その中から具体的な基本什棟を定めるプロセスであ

る｡ここでは,全体計何のlいでホされた個々のCIM化展

開テーマについて,具体的什椋を定める｡実際にシステ

ムを使う現場の実務者自身が検討していくアプローチを

とっておi),このlいでトップニーズとボトムニーズの軽

fナを凶る｡

以上述べたとおリHIPLANをi■六f目することにより,

CIMビジョンの策左から具体的な実現計向までを一貫

してシステマテイツタに行うことができる｡HIPLANは

顧客組織間の介意形成のプロセスを提供するものであ

り,経常トップや管理者,実務‾者の納寺号のし､くシステム

づくりが‖†能となる｡二八通認識の場であるセッションの

イメージを図3にホす｡

3.2 工場診断法

3.2.1エ場診断法の概要

_1二場診断法は,生産のノノ式や各種設備,管理方法など
の状態を左呆的にとらえて評価するものであり,⊥場の

抱える諸l‡り題をマクロに把握することにより,改善の指

針や体質強化のための課題を検討する技法である｡

この診断法はR_lンニ製作所の社l勺で開発し,使用してい

るもので,主として加⊥･組立職場を対象としている｡

表1にホすように,六つの診断分野で構成し,合計で93

のJ則1について基準値と照らしイナわせて一た数づけを行う

ものである｡この基準値を持っているために,診断者の

経験や専門分野にあまl)影響を受けることなく迅速な診

断ができるのが特長であるが,それだけに結果の点数だ

けにHを奪われることなく,他の職場との相対比較など

表l診断項目 主として工場の現場に近い部分について,さ

まざまな角度から評価する｡

No. 診断分野 主 な 診 断 項 目 項目数

1 レイアウト
流れ率,面積利用率,リレイアウトの容易性

13
管理分散度,設計部門の接近性 ほか

2 搬 送
搬送のレベル,容器の統一性,つなぎ

20
率,技術レベル ほか

3 保 管
入庫処理,出庫の処理レベル

18
空間の利用状況,自動化の程度 ほか

4 工 程
工程数,ST,停滞量,作業者の稼働率,

14
自動化,機械化率 ほか

5 管理システム

発注から完成までの時間

【6生産計画変更の対応

生産実績収集 ほか

6 ユーティリティ 騒書,色彩,採光 ほか 12

合 計 93

注:略語説明 ST(Standard Time)
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を行うことも人りJである｡

_1二場診断法はCIMのIllでも製造に関する分野を対象
としており,11+l仁製作仰のエンジニアが次のような榊途

で紋別するものである｡

(1.)現状のレベルを評価し,優れている部分や閃越一1まを

議論する際の基礎資料とする｡さらに,類似の職場との

比較を行うと､t該当職場のレベルをより明確にすること

ができる｡

(2)同一職場を改善荊と改善後に診断し,改善の程度を

比上絞することにより,成果や残された課題を明確にする｡

(3)CIMシステム計幽段階でその計画案の評仙に用い

ることにより,改善の程度を推定する｡場合によっては,

=標とすべきレベルを各項r†ごとに設立して,それを退

城するための子段を検討する｡

3.2.2 診断方法

卜到析は次のような-‾f一順で実施することが多い｡

(1)診断分野の設定

この診断法はマクロな評価を迅速に行うことを‖的と

しているので,今季乱丁い令職場のデータを詳糾に1凋査す

るケースは少ない｡代表的なヨ払謀∫や職場を選定して診断

し,1Fり題一rlをクローズアップした事例が多い｡

(2)診断データ収堤

3柾類の診断シートを糊いることにより,半‖から1

1岬■り喪でデータを集める｡

(a)傾斜こあらかじめ作成してもらう診断シート

(l))診断‾符観iRlj川シート

(C)ヒアリング川診断シート

(3)冶断結米のまとめ

卜占山2)で収集したデータを､ワークステーションに人

ノJすることにより,[]軌的に計算および作川ができる｡

(4)鮎fl∴｢‡の作成

診断糸【さ架から,問題一･∴=ノ∴(牧の低いもの)を叩らかにし,

そのJポ【人1について倒係‾名▲を含めて華群臣する｡このように

して皆がIiりじ認識を持つことが課題を解i失する卜で非常

に人切であり,関係省のベクトルを合わせるための報告

井づくりが必安である｡

3.2.3 診断結果の例

診断結米は,図4にホすようなレーダチャートの形で

｢1-りJされる｡小火が総合評価であり,その周担引こはレイ

アウト,搬送,保管,_t二程,管群システムおよびユーテ

ィリティの6診断分野の詳細拝白日のレーダチャートが示

される｡

以卜述べたように∴1二場診断法は現状のレベルを止し

ユーティリティ
診断内訳

⑳､
ユ¶ティリティ

診断総合点

管理システム

管理システム
診断総合点

診断内訳

⑳
レイアウト言今断内訳

◆
レイアウト診断総合点

工程診断総合点

⑳′ 表

搬送診断内訳

′㊨搬送診断総合点

保管言剖新結合点

ヽ 保管診断内訳

轡 ㊨
図4 診断結果出力例 中央が総合評価であり,その周囲には

六つの診断分野の詳細がいずれもレーダチャートの形で出力さ

れる｡

く知るための手段であり,その実施を過して,関係者の

認識の--･致や課題解決の検討を支援することが最大の効

果である｡

3.3 生産性設計評価法

加_‾L･組キ型の製造業では,製品の構造がその製品を

製造する__f二での作業件,さらにはヂー[産設備費に大きく影

響する｡このため,CIM化の推進にあたっては,製品の

｢作りやすさ+を事前に卜分検討しておくことが重要であ

る｡I†､1二製作所が開発し,販売している｢/ヒ産件設計評

価法Ⅰ)EM(Pr()ducibility Evaluation Method)+は,製

.■..-.の作りやすさに関する左罷的な指標を提供する技法で

あり､開ヲ芭,設計段階で作りやすさを考慮した製.～7.の設

計,改良がし-一能となるため,CIM構築を側‾向から支援す

ることができる｡

PEMは加_卜,組､■†二の内向から作りやすさを総合的に計

仰するもので,加‾l二什評佃法と机叫†柑i価法で構成し,

(1)作りやすさがだれにもわかりやすい10()点滴一たの定

量的な指標で小される｡

(2)簡潔な理論と容易な評価手順により,習得と実施が

容易である｡

(3)加_1二費,組I■/二貿の推定値が同時にキーさ羊られる｡

という特長を持っている｡

Ⅰ)EMを糊いた剋L刊ご‡三評価,改良の例を図5に示す｡部

品の組付け順序を想定し,各吾1j品ごとに組付け動作(約20

の基本要素動作の選択組み合わせ)を人力することによ

って,芥部品ごとおよび製占亡,全体の組‾在任評点,組_)ンニ推

滋賀が日垂脂卜貸される｡得られた評価値と目標倍とを比

較することによって,尉1立性の良子亨と改良が必要な部分
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図5 組立性評価法による製品の評価･改良手順

図ることができる｡

が容易に判定できる｡製品の改良は,評一たの低い部分を

なくす,またはその組付け動作が簡単化できるような構

造の検討を生産性設計ガイドライン,改良事例集を参考

にして進める｡加二t性評価法も同様の手順で行う｡

PEMを適用することに一よって加工,組立の作業を容易

とし,工数削減による製造コストの低i成を図ることがで

きる｡また,製造ライン構築のための設備費の低減,ラ

インの早期立ち上げが可能となる｡さらに,製品開発の

早い段階から,製品の造りやすさが定量的に評佃できる

ので,設計者だけでなく,設備胡1当,購買部門など,製

品開発に関係する人々の間での意思の疎通が促進され,

製造,_Lの課題が明確化できるという効果がある｡日立製

作所はPEMを家電品,情報機器など,多くの製品に追捕

して効果をあげており,また,社外でも幅広く利用して

いただき,高い評価を得ている｡

【】 おわりに

以上,CIMを構築するための支援技術について述べ

た｡CIM実現のポイントは,

部品数の削減,組み立てやすさの大幅な向上を

(1)CIMシステム計画の確実な策定

(2)強力なリーダーシップの発揮

(3)長期構想,段階的構築(ThinkGloballyActLocally)

である｡

_企業浦動で限られた資源をいかに効果的に運用してい
くかが今後の大きな課題であり,経営トップを中心に全

社のベクトル合わせが大切である｡

企業経営でCIM化の価値はきわめて高い｡また,直接

的効果ばかりでなく,間接的効果も大いに期待できる｡

企業戦略をすばやく実行に移し,競争優位を勝ち取る

ために,CIMの構築は絶対に欠かすことができない｡

それには各企業で,

(1)間接効果を含めたCIMの効果をどう評価し,投資効

果をどう立てるか｡

(2)CIM化を推進していくための人材をどう育成するか｡

(3)技術革新のi放しい生産システムインフラストラクチ

ャ,情報システムインフラストラクチャをどう利用するか｡

といった課題の解決がCIMを実現する上で重要と考

える｡
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